「(時間数詞)ぶりにV」構文に関する一考察―「初めて」との共起関係を中心に― by 兪, 暁明
















(1)滸工後、 十年生立丘完成した。（文化庁「言業に関する問答集 6 」 (1980 : 71)) 
(2)中国男子サッカー チ ー ムが44年五立丘初めてサッカー 2002年ワ ールド・カップの入楊
券を獲得しました。（「日語知識」 2002-6、 p39)
「（時間数詞）ぶり」の基本的な意味は、 「再び同じ状態が現われる」、 または 「再び元の状




















朝日新聞 読売新聞 北海道新聞 合 計
ぶりに完成 59 28 15 102 




7 / 24) 
(5)札幌と帯広を結ぶ国道切4号の未開通区間…が十九日、 事栗箔手以来二十五年ぶりに完
成、全線開通するが、 …。（北海道1991/9/5)





という。（北海道2002/ 10 / 25) 
このように、 この二つの用法はかなり一般的になってきているということが、 上述した内





- 74 - (21) 
究者）を対象にして調査を行った。実施期間は2004年6月28日～8月13日。具体的な方法と












5 たどり始めた。 そして今年六月、 四十四年
ぶりに初めて同期会ができた。（朝日）
中国男子サッカ ー チ ー ムが44年ぶりに初め
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上の表から、 まず、 4番の例文を除いて、 回答者の答えにはかなりの食い違いがあること
が分かった。 次に、ともに実例ではあるが、 7 番・ 5 番・ 1 番（＝例(3)) に対する許容度("〇
”
をつけた人数）が減っていくという傾向が見られる。
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し、 時間の制限があったので、調査の対象を朝日新聞にしぼって、そして検索語を「年ぶり
にV」(Vには、 Vの連用形とV夕、 の両方が含まれる）、．と限定した。なお、 餌査範囲は詞
査を行った2004年7月2日までであった）。 その結果、「（時間数詞）ぶりに」の後萩動祠に
は概ね次のようなものが現れてくることが分かる（括弧内の数字は総件数）。
〇継絞動詞：行く(43)、 建てる(36)、書く(22)、 作る(20)、 読む(18)、 走る(14)、
歌う(7)、 乗る（3)、 降る(3)、 吹く（2)、 培る(2)、泳ぐ(1)、 戻る（1)、怒る（1)、な
ど
〇瞬間動詞：生まれる(77)、 見つかる(73)、 始まる(33〉、終わる(12)、 消える(8)、
届く(6)、 見送る（5)、 決まる(4)、 知る（3)、分かる(3)、到焙する（3)、 常任する(3)、









(9)三日五立上ふろに入った。（グル ー プ ・ ジャマシイ1998)
00)ー か月五上丘休暇が取れた。（森田198 9)





音が出なくて。 みんな、昔のカンを取り戻すのに四苦八苦」。 ．． （朝日1988/5/15)
b. 「再ぴ元の状態に戻る」（「初期状態」（定延1997)への回復）
閥遭難者は18時間主上上救出された。（グルー プ ・ ジャマシイ1998)
(15) -週間主立上意誠を回復した。（森田1989)
(16)..・彫刻から絵画や詩作、 出版物に至るパラエティ ー 毀かな作品が網羅され、約70年主立
丘見つかり初めて展示されるという木彫品「栄螺」など、 貨爪な作品が屎示されている。
（朝日2003/11/17)


































とされ、 そして随分問姐視されているが、 前節での考察を通して、 この種の構文の妥当性を
認めるべきであろう。 その理由として、 次のことが挙げられる。





(24) - 71 -
の回復）の勁作を表すものではなく、「一回性」の動作を表す瞬問動詞に限られる。
ウ ． 「～ぶりにV」の表す意味は、「無（ゼロ）」の状應から「有」の状態への生起 ・ 転換、
あるいは事柄の成立、ということである。




























- 70 - (25) 
22) 
(21' ）今回の出版—半世紀ぶり／初めて一ーロシア語で出版された
(22) ・・・。 つい先日、 タイから姫路にきていたゾウの姫子さんが、 何と40年主上上初めて鎖
を解かれた。（朝日1992/4/3)
(22'）自由な身に戻る（自由に行動できる) -40年ぶり／初めて-ffiを解かれた


























(29) ・・・、 ソ連側の捕虜となった日本人将兵の総数が四百数十人に上っていた事実が、 ロ シ
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と言えよう。 つまり、 a 文の「遭難者」 は単数（一人）とも複数（二人以上）とも解釈し得
るが、 b 文のそれは後者のほうに解釈されるのが一般的であろう。現に (35) b' のような実
例が見つかったのである。
(35) b'.・・・事故発生から約十五時間ぶりに初めて生存者が救出され 、 現場は歓声に包ま
れた。 …。 このあと二歳の女の子が助け出された。（北海道1988/7/9)
このように、 形式上同じ対立関係にある a 文とb文であるが、 両者の違いを考察する場合、










構文の Vに現れる 動詞は、「継絞動詞」（または動作勁詞）と 「瞬問勁詞」 （または変化動詞）
に限られる。③「（時間数詞）ぶりに完成」構文(c文）の成立条件として、 「 新たな派生的
な意味」 を表す「 ぶりに」、「一回性」を表す瞬間 動詞、「無」 から 「有」への状態生起、 と
いう三つの要索が揃うべきである。④「（時間数詞）ぶりに初めてV」 という構文の例も大
きく二つに分けられるが、 その本質は、 文章表現の前潔性を求めるため、 もともと二つの独
立した文が一つに短縮された、 というところにあると考えられる。⑤考察対象の使用実態・
用例分布に大きな偏りが 見られる。 つまり、 ここ20年来の新聞記事から多くの 用例を集めた
が、 小説などの文学作品 (CD-ROM版「新潮文扉の 100冊」（日本人作家の作品のみ）や北
京日本学研究センター「中日対訳コ ー バス』）においては 一例も見当たらなかった。 よって、
これらのものは比較的新しい言い方だと言えよう。 だから、 この類の表現形式の妥当性・的
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